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１.はじめに（ゴシック9pt）
（一行）

この執筆要領は，「日本ヒートアイランド学会」に投稿する学術論文および技術報告の原稿を，文書作成ソフトウェアを使用してA4版で作成するために必要な情報を示したものです．そのほかの執筆上の注意事項は，各記事共通の注意事項が記載されている別紙「論文集執筆要領」に従ってください．（明朝9pt，ローマ字はTimes New Roman 9pt）
（一行）

２.使用言語およびページ数
使用言語は日本語または英語とします．ページ数に制限はありません．

３.原稿の体裁
提出された原稿は，そのままWeb Journal に掲載されます．従って，原稿は文書作成ソフトウェアを使用して，図，表，写真等をすべて貼付し，鮮明に仕上げてください．

４.レイアウト
（一行）

4.1　ページレイアウト（ゴシック 9pt）
ページの各マージンは以下の通りです．

上端マージン：27 mm

下端マージン：22 mm

左端マージン：20 mm

右端マージン：20 mm

段　　　　間： 8 mm

各マージンを除いた縦250mm×横170mm の範囲が原稿作成可能領域です．基本的に本文は2段組とします．

（一行）

4.2　第1ページのレイアウト
(1)本文が日本語の場合　　第1ページは，標題(和文，英文)，著者名(和文，英文)，所属機関（和文，英文），連絡著者名（Corresponding Author）とe-mailアドレス，英文アブストラクト(約150 語)，キーワード(和文，英文)および本文を配置します．各行間は本フォーマット例とほぼ同程度としてください．

(2)本文が英語の場合　　本文が日本語の場合とレイアウトは同じですが，日本語の標題，著者名，キーワードは必要ありません．

4.3 第2ページ以降のレイアウト

2ページ目以降は，26文字×50行×2段の所定の領域をすべて使ってください．ただし，上下左右のマージンは厳守してください．

4.4 文字の種類とサイズ

文字の種類は，日本語は明朝体，英語はタイムズニューローマン体(Times New Roman)またはセンチュリーオールドローマン体(Century Old Roman)を原則とします．ただし，章節などの見出しは，日本語はゴシック体，英語は太字(Boldface)とします．原則として本フォーマットで赤字で示したフォントおよびサイズと同程度としてください．以下に主な標準文字サイズを示します．

(1)本文が日本語の場合の標準文字サイズ

本文： 9 pt

標題(和文)： 16 ～ 18 pt 

標題(英文)： 10.5 ～ 12 pt 

著者名(和文)： 10.5 ～12pt 

著者名(英文)： 9 ～10 pt 

「ABSTRACT」の文字：9 pt

英文アブストラクト本文：9 pt

キーワード(和文，英文)：9 pt

参考文献： 8 pt

記号表： 8 pt 

(2)本文が英語の場合の標準文字サイズ

本文： 9 pt

標題： 16～20 pt

著者名： 12 pt

「ABSTRACT」の文字：10 pt

アブストラクト本文：9 pt

キーワード： 9 pt

参考文献： 9 pt

記号表： 9 pt

4.5 各項の注意

(1)英文アブストラクト　　段落の先頭には半角5文字分程度の空白を入れて下さい．

(2)キーワード　　和文と英文のキーワードを5語程度入れてください．

(3)本文見出し　　章，節などの見出しはすべてゴシック体，左詰めとします．また，章は上下各1行あけてください．節は改行して1 文字あけて本文とします．項および細項は見出しのあと改行せず，2文字あけて本文とします．

符号は次の通りです．

章： １．，２．，．．．．．． (全角)

節： 1.1 ，1.2 ,．．．．．．． (半角)

項： (1)，(2)，．．．．．．． (半角)

細項： a．，b．，．．．．．． (全角)

(4)図，表，写真　　原則として段組内に収まる大きさとします．上下の本文とは1 行分以上の空白を設け，図の左右の余白に本文は入れないようにして下さい．図の標題とそれに付随する説明文は和文または英文とし，本文と同程度の大きさの文字を使用して下さい．図中の凡例や縦横軸の付帯語は英文とし，本文と同程度の大きさの文字を使用して下さい．見やすいように工夫し，記号等が小さくならないように注意して下さい．

図および表の番号は次の通りとします．

a．和文の場合

図１，図２，．．．，表１，表２，．．．

b．英文の場合

Fig.1，Fig.2，．．．，Table 1，Table 2，．．．

(5)謝辞　　謝辞を述べる必要があれば最終章の次に簡潔に謝辞を入れてください．

(6)記号表　　記号が多い場合は，記号表を参考文献の前に入れてください．記号表の例を以下に示します．

記号表（明朝およびTimes New Roman 8pt）

	a
	温度伝導率
	m2/s

	ci 
	各土地区分の比熱
	J/(kg·K)

	C
	コリオリ力
	-

	cp
	定圧比熱
	J/(kg·K)

	CH
	バルク係数
	-

	D
	散乱日射量
	W/m2

	E
	ふく射熱流束
	W/m2

	Ei
	蒸発速度
	kg/(s･m2)

	f
	コリオリパラメータ
	rad/s

	g
	重力加速度
	m/s2


(7)参考文献　　本文中の引用箇所には，文章の右肩に小括弧を付した番号を上付文字として記入し（例：(1)(2)），末尾にまとめて記載してください．参考文献の表記方法については，別紙「論文集執筆要領」に従ってください．

(8)論文原稿受理日と掲載許可日　　最終原稿の最終部分に表記する（例：Received July 2, 2007, Accepted August 1, 2007）．表記方法は他の公開論文を参照してください．表記内容は事務局より連絡します．

(9)ページ数　　ページ数は不要です．

５．その他

原稿に不備がある場合，事務的に書き直しを依頼します

ので，原稿の作成にあたっては十分に注意してください．
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